
　当たり前と思っていた「ふだんの暮らし」を揺さぶっている
COVID19。今や、どこにいても何をしていても、いつだってだ
れだって感染のリスクはゼロではありません。
　感染拡大を防ぐためには、さらなる「行動変容」が必要にな
ると同時に、だれもが、少しでも心のびやかに暮らせるような
まちのあり方が、今こそ問われているのかもしれません。
　ウイルス感染拡大阻止は、もちろん大事です。経済対策も大
事です。でももうひとつ、忘れてはならないことは、たとえウ
イルスに感染してしまっても、地域の中で笑顔の暮らしを取り
戻せるということの大切さです。
　「ただいま」「おかえり」。お互いにそんなふうに言いあえる、
受け止める空気であってこそ、安心・安全が守られるまちなの
だと思います。わたしたちの暮らしを守るために日々奮闘して
おられる方々への感謝も込めて、「ただいま」「おかえり」って
言いあえるひとの輪を、ここ愛媛から。

Citrus Ribbon PROJECT
シトラス色（柑橘をイメージ）のリボンや紐で、三つの輪をつく
る「シトラスリボン」。このリボンやロゴを付けて賛同の気持ちを
表現しています。全国に活動の輪が広がっている様子は、下記サ
イトでご紹介。シトラスリボンの作り方なども掲載しています。
Facebook : citrusribbonfromehime
お問合せ :citrusribbonfromehime@gmail.com(ちょびっと19＋)

ただいま、おかえりって言いあえるまちに

みんなで
広げよう、
シトラスリボン
プロジェクト。


